
90.2
92.4 93.4 93.8 93.2 93.2 0.0

06060200 税の公平性と信頼の担保
暮

一般税の収納率
2 ら

97.8 97.8 97.8 97.8 97.8 Ｄ
し ％ 97.8

98.3 98.3 98.6 98.6 98.6 0.0

06060200 税の公平性と信頼の担保
暮

目的税の収納率
3 ら

86.1 86.1 86.1 86.1 86.1 Ｄ
し ％ 86.1

89.5 89.4 89.3 88.8 88.8 0.0

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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後期基本計画 令和　４年度 基本施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０６ 納税しやすい環境の整備と確実な税財源の確保

収納課長  小笠原　直樹

税務課長　小野　雅悌　　保険年金課長　熊谷　明美

１．基本施策の令和 4年度までの実現状況を明らかにする

自主財源である市税の納期内納付を定着させるために、口座振替・コンビニ収納・クレジットカード収納などの納税環境の

安定運用と今後も多様化する納税手段に対するニーズへの対応を図り、納期内納付が困難な納税者に対する相談体制の確立

と適正かつ速やかな滞納処分により税の公平性を担保しながら、確実な税財源の確保を目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 一般税の収納率

1 ら 97.8 97.8 97.8 97.8 97.8 Ｄ
％ 97.8

し 98.3 98.3 98.6 98.6 98.6 0.0

暮 目的税の収納率

2 ら 86.1 86.1 86.1 86.1 86.1 Ｄ
％ 86.1

し 89.5 89.4 89.3 88.8 88.8 0.0

幸 滝沢市で幸せに暮らしている人の割合

3 63 67 71 75 75 Ｃ
％ 60.1

福 65.4 62.6 62 63.2 63.2 20.8

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

06060100 安定した歳入の確保
暮

納期内納付の割合
1 ら

90.2 90.2 90.2 90.2 90.2 Ｄ
し ％



り

・徹底した調査に基づ

組

く滞納処分、執行停止

み

の実施に力をいれて取

と

り組んでまいります。

方針についての達成（実現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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後期基本計画 令和　４年度 基本施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０６ 納税しやすい環境の整備と確実な税財源の確保

収納課長  小笠原　直樹

税務課長　小野　雅悌　　保険年金課長　熊谷　明美

２．基本施策の実現に向けての令和 4年度までの取り組み状況を分析する

Ａ 達成した

自主財源である市税の納期内納付を定着させるために、口座振替、コンビニ収納、クレジットカード収納などの納税環境の

安定運用を実施しました。また、令和

政

5年度から始まる地方

 

税統一QRコード対応

 

等の準備を行いました

 

。

(２) 基本施策内

 

の取り組みと方針のう

策

ち、令和 4年度の重

:

点課題の達成（実現）

基

状況
Ａ 達成した

・納期

本

内納付を定着させるた

施

め、納税環境の安定運

策

用を実施しつつ新たな

:

納税手段について情報

主

を整理し、地方税ポー

管

タル

システム（eLT

課

AX）の収納税目拡大

長

及び地方税統一QRコ

職

ード対応の環境整備を

・

行いました。

・徴収体

氏

制強化のため、徴収対

名

策の見直しを行い、滞

関

納処分を行いました。

係

３．基本施策の実現に

課

向けての令和 4年度

長

実施後での変化を認識

職

する

Ｂ 社会環境変化あ

・

り

・電気料金等物価高

氏

騰の経済状況への影響

名

及び倒産等の増加が見

(

込まれます。

・地方税

１

ポータルシステム（e

)

LTAX）による収納

 

税目が拡大されます。

基

・少子高齢化による生

本

産年齢の減少が懸念さ

施

れます。

・核家族化に

策

よる老々介護世帯等の

目

金銭負担増加が懸念さ

標

れます。

Ａ 必要なし

政

の

策達成のため、引き続

達

き同一内容の基本施策

成

の実施が必須であるた

（

め、見直しの必要はあ

実

りません。

(１) 令

現

和 6年度方針策定に

）

際し、今後の方向性や

に

引継課題
Ｂ 課題あり

【

向

今後の方向性】

全国的

け

に業務の標準システム

た

が導入されることから

計

、その内容を把握しつ

画

つ、収納業務全般の業

期

務改善に取り組んでま

間

いり

ます。

【引継ぎ課

内

題】

・納税環境拡大だ

の

けではなく、安定運用

取

に努めてまいります。



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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後期基本計画 令和　４年度 基本施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０６ 納税しやすい環境の整備と確実な税財源の確保

収納課長  小笠原　直樹

税務課長　小野　雅悌　　保険年金課長　熊谷　明美

06060100  安定した歳入の確保
1

86,987 80,708 △7.2

06060200  税の公平性と信頼の担保
2

4,764 4,639 △2.6

06069000  【6-6 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0


